
忱
な
り
。
且
つ
二
年
一
貢
す
れ
ば
、
伏
し
て
天
朝
洪
福
、
地
方
太
平
、
百
姓

安
楽
、
五
穀
豊
登
、
風
雨
以
時
を
得
る
な
り
。
両
年
一
次
の
貢
典
を
欠
く
る

無
き
は
、
固
よ
り
挙
国
の
臣
民
、
輿
情
の
翕
然
と
し
て
深
く
願
う
所
な
り
。

臣
敬
、
不
揣
冒
昧
な
れ
ど
も
、
旧
典
に
遵
依
し
て
特
に
耳
目
官
毛
鴻
基
・
正

議
大
夫
鄭
秉
彝
・
都
通
事
程
允
升
等
を
遣
わ
し
、
表
章
を
齎
捧
し
て
船
二
隻

に
駕
し
、
熟
硫
黄
一
万
二
千
六
百
斤
・
紅
銅
三
千
斤
・
白
剛
錫
一
千
斤
を
装

載
し
て
前
来
し
、
福
建
布
政
司
に
投
逓
し
、
員
を
差
わ
し
て
護
送
し
て
京
に

赴
き
、
聖
禧
を
伸
祝
せ
ん
と
す
。
此
れ
が
為
に
謹
み
て
愚
誠
冒
死
を
瀝
す
。

具
疏
奏
請
す
。
応
に
其
の
請
う
所
を
准
す
べ
き
や
否
や
は
、
臣
敬
、
未
だ
敢

え
て
擅
便
せ
ず
。
伏
し
て
乞
う
ら
く
は
、
叡
慈
も
て
下
情
を
俯
鑑
し
て
施

行
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
臣
敬
、
惶
恐
待
命
の
至
り
に
任
う
る
無
し
。
謹
み
て

具
奏
し
聞
す
。

　

雍
正
六
年
（
一
七
二
八
）
十
一
月
初
十
日

が
〔
一
六―

一
五
〕
で
あ
る
。

（1

）
垂
慈　

い
つ
く
し
む
。
恩
恵
を
施
す
。

（2

）
寸
忱　

わ
ず
か
な
ま
ご
こ
ろ
。

（3

）
礼
部
の
咨　

〔
一
五―

一
七
〕
。

（4

）
奏　

校
訂
本
は
「
奉
」
だ
が
『
表
奏
』
は
「
奏
」
と
あ
り
訂
正
し
た
。

（5

）
輿
情　

世
論
。
民
心
。

（6

）
翕
然　

多
く
の
も
の
が
一
つ
に
集
ま
り
合
う
さ
ま
。

（7

）
不
揣　

身
の
程
を
省
み
な
い
。「
不
揣
冒
昧
」
は
身
の
程
も
わ
き
ま
え
ず
無

礼
だ
と
は
存
じ
ま
す
が
、
の
意
。

（8

）
程
允
升　

康
煕
三
十
三
～
雍
正
七
年
（
一
六
九
四
～
一
七
二
九
）
。
久
米
村

系
程
氏
八
世
（
名
護
家
）
。
名
護
里
之
子
親
雲
上
。
も
と
の
名
は
摶
霄
。
程

順
則
の
四
男
。
雍
正
三
年
に
都
通
事
に
陞
り
、
久
米
村
長
史
と
な
る
。
ま

た
同
年
『
中
山
世
譜
』
の
繕
書
筆
者
を
務
め
て
い
る
。
康
煕
五
十
七
年
の

存
留
通
事
。
雍
正
六
年
の
謝
恩
・
進
貢
の
朝
京
都
通
事
と
な
り
、
翌
年
北

京
に
赴
く
途
中
の
山
東
臨
清
州
で
死
去
し
、
張
家
湾
に
埋
葬
さ
れ
た
（
『
家

譜
（
二
）
』
五
六
〇
頁
）
。

（9

）
愚
誠
冒
死　
「
冒
死
」
は
命
を
顧
み
な
い
こ
と
。
そ
れ
ほ
ど
の
誠
。

（10

）
擅
便　

勝
手
に
処
理
す
る
こ
と
。「
未
だ
敢
え
て
擅
便
せ
ず
」
は
、
文
書
の

末
尾
に
用
い
、
上
司
の
決
裁
を
求
め
る
際
の
慣
用
句
。

（11

）
叡
慈　

天
子
の
慈
し
み
。「
叡
」
は
天
子
に
関
す
る
事
が
ら
に
用
い
る
尊
敬

語
。　

（12

）
惶
恐
待
命
の
至
り　

「
惶
恐
」
は
恐
れ
入
る
、
恐
縮
す
る
。
お
そ
れ
お
ず
お

ず
と
し
て
命
令
を
ま
つ
こ
と
。

2-16-11

軍
機
処
林
寿
図
先
生
の
声
称
（
同
治
年
間
カ
）

　

今　

往
き
て
、
同
郷
の
各
京
官
と
拝
す
。
凡
そ
軍
機
処
林
寿
図
先
生
と
面

見
す
る
に
因
り
、
説
に
拠
る
に
、
浙
江
省
よ
り
探
報
せ
る
外
洋
の
来
文
に
声

称
す
ら
く
、
𠸄
咭
唎
は
東
洋
日
本
並
び
に
琉
球
国
に
往
き
て
騒
擾
打
仗
す
る

有
り
。
現
に
、
琉
球
、
東
洋
の
各
夷
と
同
に
哦
囉
嘶
に
往
到
し
て
鎗
砲
武
芸

を
学
習
し
て
、
思
う
に
報
復
を
為
す
、
等
の
語
を
聞
く
。
皇
上
、
大
臣
に
諭

飭
し
て
、
果
た
し
て
此
れ
実
情
有
る
や
否
や
を
細
察
せ
し
め
、
其
の
具
奏
す

□

注
＊
こ
の
奏
本
を
送
る
む
ね
の
礼
部
へ
の
咨
が
〔
一
六―

一
三
〕
、
布
政
使
司
へ
の
咨



る
を
准
す
。
答
え
て
云
く
、
𠸄
咭
唎
の
往
き
て
東
洋
を
擾
す
る
は
、
殊
に
知

ら
ざ
る
に
属
す
。
琉
球
、
哦
囉
嘶
に
往
き
て
武
芸
を
学
習
す
る
に
至
り
て

は
、
決
し
て
是
の
事
無
し
。
惟
だ
𠸄
夷
、
琉
球
国
に
留
住
し
、
並
び
に
咈
囒

哂
︑
人
を
撥
し
て
居
住
す
る
こ
と
有
り
︒
今
に
至
る
も
尚
お
未
だ
徹
底
接
回

せ
ず
︒

注
＊
こ
の
文
書
は
断
簡
。
混
入
文
書
か
。
目
録
に
は
な
い
。
内
容
か
ら
し
て
同
治
年

間
の
も
の
で
、
第
三
集
の
別
集
に
収
録
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
。

（1

）
軍
機
処　

正
式
名
は
辦
理
軍
機
処
。
清
代
軍
事
行
政
上
の
最
高
機
関
。
皇

帝
に
直
属
す
る
。
雍
正
七
年
（
一
七
二
九
）
に
臨
時
に
設
置
さ
れ
、
つ
い

で
十
年
正
式
機
関
と
な
り
、
一
九
一
一
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
緊
急
も
し
く

は
重
要
な
案
件
は
軍
機
処
が
処
理
し
た
。

（2

）
林
寿
図　

閩
県
の
人
。
字
は
頴
叔
。
道
光
二
十
五
年
の
進
士
。
官
は
同
治

二
～
七
年
に
陜
西
省
布
政
使
、
の
ち
に
巡
撫
を
務
め
る
（
『
清
代
職
官
年

表
』
）
。

2-16-12

国
王
尚
敬
の
、
雍
正
四
年
の
進
貢
使
へ
の
加
賞
に
対
す
る
謝
恩
の
奏

（
雍
正
六
《
一
七
二
八
》
、
十
一
、
十
）

琉
球
国
中
山
王
臣
尚
敬
、
謹
み
て
奏
す
。

天
恩
に
恭
謝
す
る
事
の
為
に
す
。

切
照
す
る
に
、
臣
敬
、
海
隅
に
僻
処
す
る
も
皇
仁
に
感
沐
し
、
加
う
る
こ

と
有
り
て
已
む
こ
と
無
し
。
頂
踵
を
竭
す
と
雖
も
未
だ
涓
埃
の
報
も
有
ら
ず
。

　

茲
に
礼
部
の
咨
を
准
け
た
る
に
開
す
。

　

知
会
の
事
の
為
に
す
。

　

主
客
清
吏
司
、
案
呈
す
。
雍
正
四
年
十
一
月
初
三
日
、
琉
球
国
の
紫
巾
官

向
得
功
、
旨
を
奉
じ
て
乾
清
宮
に
於
て
召
見
せ
ら
れ
、
琉
球
国
中
山
王
尚
敬

に
、
内
造
緞
二
十
疋
・
玉
方
鼎
一
件
・
玉
夔
龍
水
注
一
件
・
漢
玉
方
壺
一

件
・
玉
五
老
双
寿
杯
一
件
・
玉
異
獣
花
挿
一
件
・
玉
荷
葉
盤
一
件
・
玉
龍
鳳

方
盒
一
件
・
玉
螭
虎
双
寿
碗
一
件
・
玉
雲
喜
卮
一
件
・
玉
罄
一
架
・
白
玻
璃

碗
四
件
・
藍
玻
璃
蓋
碗
六
件
・
青
龍
紅
水
七
寸
盤
十
二
件
・
霽
紅
白
魚
七
寸

盤
二
十
件
・
青
花
如
意
五
寸
盤
二
十
件
・
緑
地
紫
雲
茶
碗
十
件
・
青
龍
暗
水

大
宮
碗
十
二
件
・
五
彩
蟠
桃
宮
碗
十
四
件
・
霽
紅
盤
十
二
件
・
霽
紅
蓋
碗
十

件
・
霽
藍
盤
十
二
件
・
紅
龍
高
足
有
蓋
茶
碗
六
件
・
青
花
龍
鳳
蓋
碗
十
二

件
・
青
花
龍
鳳
蓋
鍾
十
件
・
法
瑯
爐
瓶
盒
一
分
・
紫
檀
木
盒
緑
端
硯
一
方
・

杏
木
盒
緑
端
硯
一
方
を
上
賜
せ
ら
る
。
又
、
琉
球
国
の
紫
巾
官
向
得
功
に
、

内
造
緞
八
疋
・
銀
一
百
両
を
賜
う
。
本
日
、
乾
清
門
外
に
在
り
て
一
一
琉
球

国
の
紫
巾
官
向
得
功
に
交
与
し
、
跪
き
て
領
り
訖
れ
り
。
相
い
応
に
琉
球
国

王
に
知
会
す
れ
ば
可
な
る
べ
し
、
等
の
因
あ
り
。

　

又
、
頒
賞
の
事
の
為
に
す
。

　

主
客
清
吏
司
、
案
呈
す
。
礼
科
の
抄
出
な
り
。
本
部
の
題
す
る
前
事
内
に

開
す
。

　

議
得
す
る
に
、
琉
球
国
中
山
王
尚
敬
、
紫
巾
官
向
得
功
・
正
議
大
夫
鄭
士

絢
等
を
差
わ
し
、
表
を
具
え
て
謝
恩
し
京
に
来
た
る
。
応
に
雍
正
二
年
の
加


